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厚労省ホームページより引用



厚労省ホームページより引用



厚労省ホームページより引用



2008年変更追加点（赤字）

診療機能診療機能診療機能診療機能

5大がんに対する集学的治療（手術、放射線放射線放射線放射線、化学療法）と

緩和ケアの提供体制と 標準治療の実施：

他施設の協力可 →自施設で対応すること

キャンサーボード、化学療法のレジメン審査委員会設置（新規）

院内クリティカルパス： 整備が望ましい →整備すること

緩和ケアチーム： 機能があればよい →組織の明確化

連携連携連携連携クリティカルパスクリティカルパスクリティカルパスクリティカルパス（肺、胃、肝、大腸、乳がん）：

整備が望ましい →整備すること（（（（24242424年年年年3333月月月月までにまでにまでにまでに））））

セカンドオピニオン： 他施設の協力可 →自施設で提示すること



連携関連 指針より抜粋

地域地域地域地域のののの医療機関医療機関医療機関医療機関からからからから紹介紹介紹介紹介されたがんされたがんされたがんされたがん患者患者患者患者のののの受入受入受入受入れをれをれをれを行行行行うことうことうことうこと。。。。またまたまたまた、、、、

がんがんがんがん患者患者患者患者のののの状態状態状態状態にににに応応応応じじじじ、、、、地域地域地域地域のののの医療機関医療機関医療機関医療機関へのがんへのがんへのがんへのがん患者患者患者患者のののの紹介紹介紹介紹介をををを行行行行うううう

ことことことこと。。。。

病理診断病理診断病理診断病理診断またはまたはまたはまたは画像診断画像診断画像診断画像診断にににに関関関関するするするする依頼依頼依頼依頼、、、、手術手術手術手術、、、、放射線療法放射線療法放射線療法放射線療法またはまたはまたはまたは化化化化

学療法学療法学療法学療法にににに関関関関するするするする相談相談相談相談などなどなどなど、、、、地域地域地域地域のののの医療機関医療機関医療機関医療機関のののの医師医師医師医師とととと相互相互相互相互にににに診断診断診断診断およおよおよおよ

びびびび治療治療治療治療にににに関関関関するするするする連携協力体制連携協力体制連携協力体制連携協力体制をををを整備整備整備整備することすることすることすること。。。。

我我我我がががが国国国国にににに多多多多いがんについていがんについていがんについていがんについて、、、、地域連携地域連携地域連携地域連携クリティカルパスクリティカルパスクリティカルパスクリティカルパスをををを整備整備整備整備することすることすることすること。。。。



都道府県がん対策推進計画

がん医療の提供状況等を踏まえ策定
・少なくとも5年ごと

の検討

都道府県介護保険事業都道府県介護保険事業都道府県介護保険事業都道府県介護保険事業

支援計画支援計画支援計画支援計画

医療計画医療計画医療計画医療計画

都道府県健康増進計画都道府県健康増進計画都道府県健康増進計画都道府県健康増進計画

調和

がん対策推進基本計画

調和
調和

がん検診受信者数、喫煙率が目標項目

医療法

健康増進法

介護保険法



新しい都道府県医療計画

厚労省ホームページより引用



（（（（医療連携体制医療連携体制医療連携体制医療連携体制のののの構築構築構築構築にににに向向向向けたけたけたけた留意点留意点留意点留意点））））

・「医療連携体制の構築」自体は、構築に向けた地域の医療関係者での自主

的な協議のもと、関係者間における役割分担や連携の手順等の合意を形成

すること（※）を意味する。 （※）治療開始から終了（在宅復帰）までの全体

的な治療計画（地域連携クリティカルパス）の共有も求められる。

・例えば、がんは特定の病院でしか診ない、というように、医療計画で患者の

動きまでを統制するのではなく、患者が医療計画に明示された情報に接し、

また、地域の医療機関（診療所含む）も、合意された医療連携体制を前提に、

医療計画に明示されたそれぞれの医療機能情報をもとに、患者の症状に応

じた紹介等の地域の医療連携を実施していくことになる。



平成21年度予算案

厚労省ホームページより引用



がん対策 概算要求（262億円）時の内訳

厚労省ホームページより引用



厚労省ホームページより引用



がんの術後連携パス



診療所診療所診療所診療所 診療所診療所診療所診療所 診療所診療所診療所診療所

院内パスの連携パスへの活用

中核病院中核病院中核病院中核病院

手術手術手術手術、、、、化学療法化学療法化学療法化学療法

定期診断定期診断定期診断定期診断

フォローアップフォローアップフォローアップフォローアップ

術後化学療法術後化学療法術後化学療法術後化学療法

緩和緩和緩和緩和ケアケアケアケア指導指導指導指導

紹紹紹紹 介介介介

逆紹介逆紹介逆紹介逆紹介

保険薬局保険薬局保険薬局保険薬局

緩和ケアチーム

緊急時対応緊急時対応緊急時対応緊急時対応

連携パス

診療情報の共有化

スケジュール管理

これまでこれまでこれまでこれまで院内院内院内院内でででで使使使使われていたわれていたわれていたわれていたクリニカルパスクリニカルパスクリニカルパスクリニカルパスをををを医医医医

療連携療連携療連携療連携にににに活用活用活用活用しししし、、、、治療方針治療方針治療方針治療方針のののの共有化共有化共有化共有化やややや長期長期長期長期スススス

ケジュールケジュールケジュールケジュールのののの管理管理管理管理をををを行行行行うううう。。。。



術後連携パスのイメージ図

○○○○○○○○○○○○○○○○病院主治医病院主治医病院主治医病院主治医：：：： 様

診療所名診療所名診療所名診療所名：：：： 主治医：

○○○○○○○○○○○○○○○○病院病院病院病院

入院入院入院入院 退院退院退院退院 6666ヵヵヵヵ月後月後月後月後 1111年後年後年後年後 ２２２２年後年後年後年後 ３３３３年後年後年後年後 ４４４４年後年後年後年後 ５５５５年後年後年後年後

達成目標達成目標達成目標達成目標 順調な回復 術後治療完遂 フォロー完遂

手術手術手術手術 □

定期診断定期診断定期診断定期診断 □ □ □ □ □ □ □

診療所診療所診療所診療所

教育教育教育教育・・・・指導指導指導指導 □ □ □

日常診療日常診療日常診療日常診療

投薬投薬投薬投薬 TS-1TS-1TS-1TS-1

検査検査検査検査

経口抗がん剤



がんの連携のメリット（術後）

病病病病 院院院院

外来の多忙化を解消することができ、急性期治療

に時間を配分できる。

診療所診療所診療所診療所

連携を通して病院との良好な関係を築くことができ

る。

患者患者患者患者さんさんさんさん

自宅に近い診療所は通院に便利で、他の疾患も診

てもらえる家庭医の存在は心強い存在。



連携パスのＩＴ化



胃癌・大腸癌地域連携パスシステム

監修 済生会若草病院 佐藤靖郎先生

Produced dy yasuo sato



癌患者様癌患者様癌患者様癌患者様のののの負担負担負担負担と病院病院病院病院のののの負担負担負担負担を診療所（クリニック）等地域の医療機関と医療連携を

することで軽減軽減軽減軽減するするするすることができます。

システムシステムシステムシステム導入負担導入負担導入負担導入負担がががが少少少少ないないないないASP型型型型医療連携医療連携医療連携医療連携パスパスパスパスシステムシステムシステムシステム

・連携病院登録、照会、印刷

・手術患者情報登録、照会、印刷

・胃癌、大腸癌連携パス登録、照会、印刷

・連携医療機関メールシステム

・連携病院、照会、印刷

・手術患者情報、照会、印刷

・胃癌、大腸癌連携パス、照会、印刷

・連携医療機関メールシステム

癌地域連携クリティカルパスシステムは癌拠点病院と連携診療所・クリニックの情報の共有（連携）をインターネットを

通して行います。一般的な電子カルテや医療システムのような病院・診療所側で

システム導入（設備・ソフト）負担が少なく、インターネット接続環境があれば簡単に

ご利用になれます。

※ASPとは、「アプリケーションサービスプロバイダー」の略でインターネットを利用

してアプリケーションを利用するサービスです。



連携連携連携連携パスシートパスシートパスシートパスシート登録画面登録画面登録画面登録画面イメージイメージイメージイメージ



がんの連携を行う上での

ポイント



在宅在宅在宅在宅

連携診療所連携診療所連携診療所連携診療所

術後連携の流れ図を描いておく

（術後化療の処方が2コース目以降に紹介する例）

○○○○○○○○○○○○○○○○病院病院病院病院

手
術

手
術

手
術

手
術

術後化療

２コース目以降

患者日誌

副作用

連絡

医療

連携室

逆逆逆逆紹介紹介紹介紹介

術後化療

１コースまで

定期診断

副作用発現時対応

原疾患増悪時対応

副作用発現時連絡

連携パス

治療方針共有化

役割分担明確化

長期スケジュール管理

定期診断時来院

副作用発現時来院

原疾患増悪時来院

紹介紹介紹介紹介
がんの診断・疑い

診断

連携医療

説明

連携医療

説明



患者さんへの説明

手術前手術前手術前手術前にににに診療所診療所診療所診療所とのとのとのとの連携連携連携連携によりによりによりにより術後術後術後術後フォローアップフォローアップフォローアップフォローアップをををを行行行行うことをうことをうことをうことを説明説明説明説明。。。。

そのそのそのその際際際際、、、、地域全体地域全体地域全体地域全体でがんのでがんのでがんのでがんのフォローアップフォローアップフォローアップフォローアップ体制体制体制体制ができていることもができていることもができていることもができていることも説明説明説明説明

診療所医師診療所医師診療所医師診療所医師とととと病院医師病院医師病院医師病院医師とのとのとのとの二人主治医体制二人主治医体制二人主治医体制二人主治医体制とととと説明説明説明説明。。。。

定期診断定期診断定期診断定期診断やややや緊急時緊急時緊急時緊急時のののの対応対応対応対応はははは紹介元紹介元紹介元紹介元のののの病院病院病院病院でででで行行行行ううううことによりことによりことによりことにより、、、、安心安心安心安心であであであであ

ることをることをることをることを説明説明説明説明。。。。

診療所診療所診療所診療所マップマップマップマップをををを作成作成作成作成しししし、、、、自宅自宅自宅自宅にににに近近近近いいいい診療所診療所診療所診療所をををを選択選択選択選択してもらうしてもらうしてもらうしてもらう。。。。診療時診療時診療時診療時

間間間間のののの短縮短縮短縮短縮ののののメリットメリットメリットメリットもももも説明説明説明説明。。。。

病院病院病院病院ホームページホームページホームページホームページやややや地域地域地域地域のののの情報誌情報誌情報誌情報誌にににに、、、、地域連携地域連携地域連携地域連携でがんでがんでがんでがん診療診療診療診療をををを行行行行ってってってって

いることをいることをいることをいることを広告広告広告広告しししし、、、、日頃日頃日頃日頃からからからから地域住民地域住民地域住民地域住民へのへのへのへの理解理解理解理解をををを促促促促すすすす。。。。



連携関連の診療報酬点数

診療所診療所診療所診療所ではがんではがんではがんではがん関連関連関連関連でででで現在現在現在現在、、、、下記下記下記下記のののの点数点数点数点数がありがありがありがあり

ますますますます。。。。

区分区分区分区分 項目項目項目項目 説明説明説明説明 回数回数回数回数 点数点数点数点数

指導料指導料指導料指導料 悪性腫瘍特異物質悪性腫瘍特異物質悪性腫瘍特異物質悪性腫瘍特異物質

治療管理料治療管理料治療管理料治療管理料

腫瘍腫瘍腫瘍腫瘍マーカーマーカーマーカーマーカー 月月月月1111回回回回 400400400400

診療情報提供料診療情報提供料診療情報提供料診療情報提供料

（（（（ⅠⅠⅠⅠ））））

相互相互相互相互にににに紹介時紹介時紹介時紹介時

（（（（定期診断含定期診断含定期診断含定期診断含むむむむ））））

月月月月1111回回回回 250250250250

特定疾患療養管理特定疾患療養管理特定疾患療養管理特定疾患療養管理

料料料料（（（（診療所診療所診療所診療所））））

がんがんがんがん患者患者患者患者のののの管理料管理料管理料管理料

（（（（老人医科老人医科老人医科老人医科もももも含含含含むむむむ））））

月月月月2222回回回回 225225225225

処方処方処方処方（（（（せんせんせんせん））））料料料料 特定疾患特定疾患特定疾患特定疾患のののの処方処方処方処方加算加算加算加算

（（（（診療所診療所診療所診療所））））

がんがんがんがん患者患者患者患者のののの処方時処方時処方時処方時のののの

管理料管理料管理料管理料

月月月月2222回回回回 11118888

翌月も

算定可



参考：連携パス事例：「Clinicalpath.jp」

URLアドレス http://clinicalpath.jp/


